
 

 

 

 

もう 3月です 
常に暖かだったこの冬も終わり、季節はいよいよ春へと移ってまいりましたが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。今年は極端な暖冬

と雪不足など異常続きでしたが、その上に新型コロナウイルスも流行っており、いったいどうなってしまうのかと心配になってしまい

ます。これから陽気が暖かくなり湿度もあがりインフルエンザと同じように、終息へと向かってもらえればと願うばかりです。皆さん

もマスク、手洗い、うがい、消毒など予防策をして、くれぐれもお気をつけいただきたいと思います。 

 さて、春弥生の声を聴いて何故か心ウキウキな気分になってしまうオヤジライダーですが、早くもバイクで出かけたくて仕方がありません。

例年よりも暖かですので林道がオヤジライダーを呼んでいるようです。と、勝手なことを言っていますが、実はオヤジライダー、1 月より密

かにバイクを修理に出しておりました。オヤジの相棒も、もう 20 年近くも乗っているので悪い所や気になる箇所が幾つか出てきました

ので、この春に向けての準備をしておりました。修理も完了し不具合等も直り、また新規でレストア部品も取り付けております。これでオヤ

ジライダーの休みと、天気が良ければいつでも林道へ行けます。1 月号では一般のロードバイクに乗り換えようかと書きましたが、やはり今

のバイクが好きなのと、自然を感じられる林道が好きな事、そして自由気ままに旅行ができるキャンプが好きなので、不自由であってもなか

なかこのバイクを変えられないのであります。それとやはりバイクを 2 台持つと、どちらかに偏って乗るようになってしまいます。と言う事

で、今年もこのバイクで頑張ることにしました。こんなオヤジでも乙女のように心が揺れ動くのであります、ウフッ。 

 オヤジライダーのキャンプツーリングですが、それは高校生の時からのスタートです。その頃はテントを買うお金も無く、友達から借りた

りしていました。小さなガスのコンロと食器とお米を持って出かけ、テントの外でお米を炊いて星空を眺めてコーヒー飲んで焚火はしません

でしたが、一人で余韻に慕っていました。また、見知らぬ若いライダーたちが集まって一緒にキャンプをし、お酒を飲んだり情報交換し

たり、またエッチな話をしたりして盛り上がったりしていました。あれから数十年、ヤングライダーからオヤジライダーになり、今はオ

フロードライダーもあまり見かけなくなり、また走っているライダーを見ればオヤジかジジイばかりで、ヘルメットを脱ぐと白かった

り光っていたりしている人が多く（失礼、自分も含む）、若者も見かけなくなってしまった。あれだけいたライダーがキャンプ場には皆無で

あり、また今時のゲートのついたキャンプ場に泊まろうとしたら断られる始末（オヤジライダー、不審者に見えたのか）。キャンプしていて

も周りにライダーはおらず、仕方なくお酒は一人で飲み、お米は炊かずにお湯を沸かしてカップラーメンで夕食。あとはスマホでも見て寝る

だけ。「ああ、なんて嘆かわしい、あの頃が懐かしいな～」なんて思ったりしています。しかしそれでもオヤジライダーは何も決めな

い（本当は大体決めている）自由な旅行が好きなので、何処でも泊まれるキャンプにこだわってしまいます。でもやはり雨の日は温泉のある

旅館にでも泊まりたいな～と思ってしまいますが、それを言っちゃーイケマセン！シャツが濡れてもパンツが濡れても、靴下の色が落ちても、

誠のキャンプライダーのオヤジは「雨音はショパンの調べ」の如く（だいぶ古いが）、大雨の中でも音色を聞き、風神雷神の激しいセ

ッションにも付き合いながら夜を自然と一緒に過ごすのでした。でも最近は天気予報をじーっくり見てから出かけるようにしています。 

 そういえばだいぶ前にその地域では有名な山の中の、今で言う心霊スポットのキャンプ場に知らずに一人で泊まりました。立派なキャ

ンプ場にはオヤジ一人だけ。夜には灯もなく静かに寝ていたのですが、夜中に暴走族の集団が爆音を轟かせてきたので、オヤジはビビってし

まいましたが、入口あたりで暴走していて場内には何故か入って来ない。そのうちに帰ってしまってホッとしたのですが、後でここが「幽霊

の出るキャンプ場で泊まる人がいない」と聞かされた事がありました。またビビってしまいました。でもまあ色んな所がありますからね。と、

オヤジライダーの出来事を好きに書いてしまいましたが、バイクシーズン初めに一言、同じライダー仲間の皆さん、自分のテクニックを過信

せず、無理をせず安全運転で楽しくツーリングを、バイクライフを皆で楽しみましょう。  

 

 

快適な家のポイントとは  体感温度 
 エアコンの設定温度は感じる温度と違うと思いませんか？ 

 エアコンの設定温度は 23℃なのに、いまひとつ暖かさが感じられず、つい設定

温度を上げてしまう経験はありませんか？本当なら節電のために設定温度を下

げたいところです。これは人間が感じる温度（体感温度）は、まわりにある

物の温度の影響を受けているのが原因です。壁や床の表面温度が低ければ、室

温は 23℃でも体感温度は 20.2℃ということもあるのです。 

 それを解決するには、家の断熱性を高めるのが一番です。つまり断熱

性を高めることで、部屋全体を冷気から遮断するため、体感温度が改善されます。

また、夏の場合は窓の遮熱と組み合わせることにより、熱気を遮断し涼しく感じ

られるのです。冬も夏も外気温の影響を受けにくい家が快適で

す。 
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